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古
文
書
で
探
る
庶
民
の
く
ら
し

　
　
　
　
―
浜
山
の
植
林
①
―

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
羽
山　
健
一

　
福
岡
藩
が
浜
山
証
文（
定
書
）を
交
付

し
た
翌
年
の
元
文
４（
１
７
３
９
）年
４

月
、
浜
山
植
立
奉
行
の
藤
池
兵
蔵
が
糠

塚
村
、
米
田
喜
太
夫
が
芦
屋
村
に
駐
在

し
て
い
た
。
浜
山
の
実
地
調
査
や
植
林

の
準
備
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
寛
延
４（
１
７
５
１
）年
６
月
、
芦
屋

浜
山
植
立
奉
行
に
権
藤
伊い

え

も

ん

右
衛
門
が
就

任
し
た
。
そ
の
と
き
の
書
付（
命
令
書
）

が「
山
方
記
録
」に
あ
る
の
で
、
現
代
文

で
紹
介
す
る
。

一
、
芦
屋
・
糠
塚
・
黒
山
・
松
原
４
カ

村
の
砂
山
71
万
七
千
坪（
237
ヘ
ク
タ
ー

ル
）を
、
遠
賀
郡
中
の
村
々
へ
区
割
り
で

受
持
た
せ
、
７
カ
年
で
植
林
す
る
こ
と
。

一
、
１
坪（
３
・
３
平
方
メ
ー
ト
ル
）に

２
尺（
61
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）以
上
の
松

苗
１
本
充
て
、
根ね

ば
ち鉢（
土
と
根
の
固
ま

り
）で
掘
り
、
芝
は
１
本
に
付
き
３
尺

（
91
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）四
方
に
張
る
。

不
出
来
の
場
合
は
直
ち
に
再
植
さ
せ
る

こ
と
。

一
、
常
々
絶
え
ず
見
回
り
、
芝
や
松
苗

が
風
で
倒
れ
埋
ま
っ
た
所
は
、
そ
こ
を

村
域
と
す
る
村
に
補
修
さ
せ
、
苗
枯
れ

の
分
は
植
樹
し
た
村
に
翌
年
再
植
さ
せ

る
こ
と
。

一
、
小
ぶ
り
の
苗
は
砂
山
に
定
着
せ
ず
、

大
ぶ
り
の
苗
は
運
送
が
大
変
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
４
カ
村
内
に
育
苗
所
を
設
け

維
持
管
理
を
さ
せ
、
年
々
松
苗
が
出
来

る
よ
う
監
督
す
る
こ
と
。

一
、
砂
山
の
植
林
が
完
成
す
れ
ば
、
４

カ
村
は
後
年
恩
恵
を
受
け
る
の
で
、
丁

寧
な
作
業
を
心
掛
け
る
で
あ
ろ
う
。
区

割
受
持
ち
の
村
々
も
丁
寧
迅じ

ん
そ
く速
な
植
樹

で
早
期
の
完
了
は
、
良
い
こ
と
で
あ
る
。

心
掛
け
が
悪
く
風
俗
宜
し
か
ら
ず
の
村

が
有
れ
ば
、
書
面
で
申
し
出
る
こ
と
。

　
「
山
方
記
録
」に
は
、
次
の
こ
と
も
記

さ
れ
て
い
る
。

一
、
遠
賀
郡
芦
屋
よ
り
手
野
・
内
浦
辺

ま
で
の
浜
山
田
地
囲
い
の
た
め
、
遠
賀

郡
中
よ
り
植
立
。
寛
延
４（
１
７
５
１
）

未ひ
つ
じ

年
よ
り
７
カ
年
に
植
立
候
様
に
仰
せ

付
け
ら
れ
、
才
判
・
権
藤
伊
右
衛
門
請

け
持
ち
に
て
、
翌
宝
暦
２（
１
７
５
２
）

申さ
る

の
年
よ
り
同
８
年
ま
で
一
順
植
立
候

へ
共
、
風
雨
強
く
松
苗
有
り
付
か
ず
所

処
々
こ
れ
有
り
候
条
、
伊
右
衛
門
才
判

を
以
て
植
苗
候
様
仰
せ
付
け
ら
れ
、
至

て
有
り
付
き
申
さ
ず
処と

こ
ろ

は
宝
暦
10（
１

７
６
０
）年
よ
り
１
ケ
年
に
芝
伏
せ
候
、

郡
夫
２
千
３
百
人
宛
て
相
渡
さ
れ
同
人

才
判
に
て
植
立
申
し
候
事
。

　

当
時
の
農
民
は
、
田
畑
の
年
貢
の
ほ

か
に
労
役
義
務
の
面め

ん
や
く役
が
あ
っ
た
。
面

役
の
勤
労
動
員
で
公
共
事
業
な
ど
を
実

施
す
る
の
が
夫ぶ

や
く役
で
あ
る
。
面
役
は
、

宗
旨
改
帳
に
記
載
の
男
性
に
課
し
た
労

役
で
あ
る
。
数
え
年
で
15
歳
の
４
月
に

足
入
れ（
見
習
い
）し
、
15
歳
の
10
月
に

半
役
掛（
本
役
の
５
割
）、
16
歳
よ
り
７

歩
掛（
同
７
割
）、
17
歳
か
ら
60
歳
の
春

ま
で
が
本
役
で
年
間
25
日
前
後
の
労
働

で
あ
る
。

　

夫
役
に
は
郡
夫
と
村
夫
が
あ
っ
た
。

郡
夫
は
、
郡
内
の
公
共
事
業
な
ど
で
街

道
の
維
持
、
河
川
・
道
路
の
改
修
な
ど

に
従
事
し
た
。
村
夫
は
、
村
内
の
土
木

事
業
な
ど
で
あ
る
。

　

浜
山
の
植
林
は
、
福
岡
藩
の
公
共
事

業
で
、
遠
賀
郡
の
郡
夫
で
植
林
し
た
の

で
あ
る
。
浜
沿
い
の
４
カ
村
は
、
郡
夫

や
面
役
で
処
理
で
き
ぬ
種
々
の
労
務
を

負
担
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

浜
山
の
植
林
は
、
237
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

砂
山
を
７
年
間
で
植
林
し
た
。
１
年
に

33
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
植
林
で
、
東
京

ド
ー
ム
７
個
分
の
広
さ
で
あ
る
。
そ
れ

に
必
要
な
苗
木
は
10
万
２
千
本
、
芝
は

８
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
に
な
る
。

こ
れ
を
７
年
も
続
け
た
の
で
あ
る
。
ま

さ
に
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
驚
嘆
す

る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
浜
山
植
林
で
、

名
実
と
も
に
白
砂
青
松
の
三
里
松
原
が

完
成
し
た
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
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